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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人建材試験センター(JTCCM)／財団法

人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標

準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

これによって，JIS A 1405:1998 は廃止され，JIS A 1405-1 及び JIS A 1405-2 に置き換えられる。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 10534-1:1996，Acoustics－

Determination of sound absorption coefficient and impedance in impedance tubes－Part 1 : Method using standing 

wave ratio を基礎として用いた。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

附属書 A（規定）予備測定 

附属書 B（規定）試験装置の検証 

附属書 C（規定）試験体の圧力解放終端 

附属書 D（参考）局所作用性の吸音材の統計吸音率αst の算出 

JIS A 1405 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS A 1405-1 第 1 部：定在波比法 

JIS A 1405-2 第 2 部：伝達関数法 
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日本工業規格          JIS 
 A 1405-1：2007 
 (ISO 10534-1：1996) 

音響管による吸音率及びインピーダンスの測定－ 
第 1 部：定在波比法 

Acoustics－Determination of sound absorption coefficient and impedance in 
impedance tubes－Part 1: Method using standing wave ratio 

 
序文 この規格は，1996 年に第 1 版として発行された ISO 10534-1，Acoustics－Determination of sound 

absorption coefficient and impedance in impedance tubes－Part 1: Method using standing wave ratio を翻訳し，技

術的内容及び規格票の様式を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。 

 

1. 適用範囲 

1.1 この規格は，材料又は物体の吸音率，音圧反射率及び表面の垂直入射比音響インピーダンス又は表

面の垂直入射比音響アドミタンスの算出方法について規定する。この値は，入射正弦平面波と試験体から

反射する平面波との合成によって生じる管内平面波の定在波パターンの測定によって，垂直入射音に対し

て算出される。 

この方法は，垂直入射音に対する吸音材料の吸音率，表面の垂直入射比音響インピーダンス又は表面の

垂直入射比音響アドミタンスの算出に使うことができる。吸音材料が小試料でよいので，吸音材料のパラ

メータ研究及び設計に適している。 

1.2 この方法と残響室における吸音率測定方法 (JIS A 1409) との間には，幾つかの特質的な差異がある。 

音響管法は，音圧反射率及びインピーダンス又はアドミタンスの算出に使用できる。音は試験体表面に

垂直に入射する。残響室法は（理想的な条件では），ランダム入射に対する吸音率を算出する。 

音響管法は，平面入射音波の存在を前提にし，この条件で（測定誤差及び設置誤差を除いて）正確な値

を与える。残響室における吸音率の測定は，音場及び吸音材料の寸法に関する多数の簡略化及び近似の仮

定に基づいている。そのため，1 を超える吸音率が得られることがある。 

音響管法は，音響管の断面積寸法の試験体を使用する。残響室法はかなり大きな試験体を使用し，横方

向及び垂直方向に不均質な構造をもった試験体にも適用できる。音響管におけるこうした物体の測定は，

注意して解釈しなければならない（9.1 参照）。 

音響管法（垂直入射）による試験結果から拡散入射条件における統計吸音率への変換については，附属

書 D を参照。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO 10534-1:1996，Acoustics－Determination of sound absorption coefficient and impedance in 

impedance tubes－Part 1: Method using standing wave ratio (IDT) 


